




　四万十川の現状を知るため、川とともに生きる人々へのインタビューを四万十市が行いました。これまで四万十
川のために流域住民が取り組むこと、気にしてほしいことなどを紹介していましたが、流域に住む人たちでも、地
域が違えば取り組みなども異なってきますので下流部に住む方へのインタビューの内容を掲載させていただきます。

　今回は、100 年後も四万十川が清流であることを願い、環境に配慮した農法
で栽培されている「しまんと農法米」について、高知県農業協同組合の福留さ
んにお話を伺いました。
※しまんと農法米の詳細はvol.２（令和４年４月号）をご覧ください。

　やはり昔と比べると四万十川は汚れてきたと思う。そこで、四万十川を守るために農家ができることとして「し
まんと農法米」を紹介したい。
　しまんと農法米の主な特徴は、浅水代かきと農薬５割減栽培（高知県慣
行農法比）である。環境に配慮しながら美味しいお米を作るためには相当
な技術が必要だが、現在その技術を有する 13 農家が取り組んでくださって
いる。また、しまんと農法米の売り上げの一部は四万十川清流保全基金に
寄付されており、四万十川の環境を守る活動に利用されている。このように
環境に配慮したしまんと農法米に取り組むことで、農家の皆さんも四万十川
の環境保全に貢献しているという自信を持っている。



❶ 発見日時
❷ 発見場所
❸ 不法投棄者の特徴
❹ 車種・車両ナンバー
❺ 投棄物の内容など

不法投棄を発見したら！ 私有地への不法投棄について

不法投棄防止の看板設置について

［お問い合わせ先］ 22-3119 大正 町民生活課 27-0112 十和 町民生活課 28-5112環境水道課

不法投棄を警察に通報する場合 窪川警察署 22-0110

ごみの不法投棄について
　山林や川、道路脇の待避所や交通量の少ない道路脇などへのごみの不法投棄が後を絶ちません。空き缶やペットボ
トル、ビール缶や弁当ごみ、マスクやたばこなどのポイ捨て、粗大ごみの投棄や農業用ビニールや畔トタンが川に流れ
ているなど（※）全て不法投棄です。不法投棄は「廃棄物の処理および清掃に関する法律」違反となり、違反者には、5年
以下の懲役もしくは、1,000万円（法人は3億円）以下の罰金、場合によっては、両方が科せられます。何気なく捨ててい
る行為は、重大な犯罪行為です。四万十町内でも、警察による検挙により、家庭ごみの不法投棄で罰金刑などが科せら
れています。町では巡回パトロールなどで防止に努めていますが、「きれいなまち」「住みやすいまち」を目指し、不法投
棄は「しない」「させない」をモットーに町民全員で不法投棄の防止に取り組みましょう。
（※）これらは風によって飛ばされてしまう場合も多いため、飛ばされないような工夫を心がけましょう。

をわかる範囲でご確認いただき、警察または環
境水道課へ連絡してください。
※危険ですから、不法投棄者に対して一人で近
づいたり注意をしたりしないでください。

　私有地への不法投棄に関して、不法投棄した
者が判明しない場合は、個人財産（土地）に対
して自治体が経費（税金）を投じることは出来
ませんので、土地所有者（管理者）がその撤去
費用などを負担しなければなりません。所有地
の様子を定期的に確認し、草刈りやごみ拾いを
するなど、不法投棄の未然防止のために、自分
の土地の適切な維持管理を行いましょう。

　町有地だけでなく不法投棄がひどい場所に関しては、看板の設置を行い、不法投棄防止の
啓発に努めています。もし、ご自身の山林など私有地に設置された看板の撤去を希望される
方は、下記のお問い合わせ先までご連絡ください。また、各区長には、地区の了解を得た場所
に設置するために、要望があれば看板をお渡ししています。

お知らせ

道路交通法の改正により、令和５年４月１日から
全ての自転車利用者のヘルメット着用が努力義務となります。

▼自転車に乗る際は以下のことに気を付けましょう。
　①車道が原則、左側を通行
　　歩道は例外、歩行者を優先
　②交差点では信号と一時停止を守って、安全確認
　③夜間はライトを点灯
　④飲酒運転は禁止
　⑤ヘルメットを着用

［お問い合わせ先］　危機管理課　

((

22-3280

自転車乗車中の交通事故で亡くなられた方の
うち、約６割が頭部に致命傷を負っています。

ヘルメット着用の努力義務について

!

www.rkc.aeha.or.jp

※自転車も歩道を通ることができますが、それは次の場合
になります！

①「普通自転車歩道通行可」の標識がある
とき

②自転車運転者が、13 歳未満の子供や 70
歳以上のお年寄り、または体が不自由な
人であるとき

③道路工事や駐車する人が多いなど、車道または交通の状
況から見て危険を避けるため、歩道を通ることがやむを得
ないとき
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お知らせ

工　事　名　など 工事場所など 落札業者名 契約金額　（円） 入札日 工    期
令和４年度　農耕　第２号 
影野２期地区　農地整備工事 影野 ㈲吉岡建設 6,292,000 12/6 12/13 ～ 3/24

令和４年度　防安金　第 6-6-1 号 
町道轟崎葛籠川線　道路改良工事 大正 ㈲郷田組 40,260,000 12/27 1/12 ～ 3/31

令和４年度　山村強靭化　第４号 
林道中村大正線　不動山トンネル修繕工事 大正 ㈱田邊建設 11,792,000 12/27 1/12 ～ 3/31

令和４年度　４災　第 142 号 
一級水系普通河川　ウログチ川　河川災害復旧工事 大正 ㈲郷田組 3,971,000 12/27 1/12 ～ 3/31

令和４年度　４災　第 143 号 
一級水系普通河川　井の谷川　河川災害復旧工事 弘瀬 ㈲大和建設 5,071,000 12/27 1/12 ～ 3/31

令和４年度　４災　第 180 号 
町道打井川カイガイシ線　道路災害復旧工事 打井川 ㈲西村建設 4,081,000 12/27 1/12 ～ 3/31

令和４年度　公単災　第 74 号 
地吉地区公衆用道路　道路災害復旧工事 地吉 ㈲外崎建設 2,860,000 12/27 1/12 ～ 3/31

令和４年度　４災　第 249 号 
町道広瀬線　道路災害復旧工事 広瀬 ㈲十和建設 3,278,000 12/27 1/12 ～ 3/31

令和４年度　防安金　第 6-014-1 号 
町道大井川西土佐線　道路改良工事 十川 ㈲十和建設 24,035,000 12/27 1/12 ～ 3/31

令和４年度（３繰）防安金　第 1-017-3 号 
町道窪川若井線　舗装工事 東町 大旺新洋㈱高知土木

本店 5,665,000 12/27 1/12 ～ 2/28

令和４年度　４災　第 164 号 
一級水系普通河川　上ミ長野谷川　河川災害復旧工事 平野 ㈲国元建設 4,598,000 12/27 1/12 ～ 3/31

令和４年度　４災　第 172 号 
一級水系準用河川　奈路川　河川災害復旧工事 奈路（３） ㈲国元建設 8,426,000 12/27 1/12 ～ 3/31

令和４年度　４災　第 173 号 
一級水系準用河川　奈路川　河川災害復旧工事 奈路（２） ㈲国元建設 2,882,000 12/27 1/12 ～ 3/31

令和４年度　耕自災　第１号 
元地池改修工事 興津 ㈱はまさき 4,235,000 12/27 1/12 ～ 3/24

令和４年度　松葉川地区基幹集落センター基本設計委託
業務 作屋 ㈱若竹まちづくり

研究所 1,507,000 12/27 1/12 ～ 3/31

令和４年度　入　札　結　果　（令和４年 12 月実施分）

※予定価格 250 万円以上の工事・委託業務についてのみ公表しています。契約金額は、消費税及び地方消費税込みの金額。

空気が乾燥し火災が発生
しやすい時期です。田ん
ぼの岸焼き等の火入れを
行う際は、申請書の提出
を必ず行い右記のことに
注意しましょう。また、
刈った草等を集めて焼く
場合も同様に申請が必要
です。

開始日の当日に必ず消防署へ連絡を
（本署  



22-0001　西分署  



28-5525）

　僕たちは高校初めての体育祭で緊張していたけど、先輩方がサ
ポートしてくれてとてもスムーズに競技が進みました。ハプニン
グもあったり、窪川高校らしい雰囲気で保護者の方や地域の方
も飽きることない体育祭になったと思います。結果は赤組
が勝ちましたが、全校生徒が協力して楽しく競技を終え
ることができてとても良かったです！（１年生）

　特別ライブや地域の商品販売なども大盛況で、生徒たちも楽しんでいました。
１年生は地域のお店と連携して商品販売、３年生はプロジェクションマッピング
を開催していたのが印象的でした。私たち２年生はスタンプラリーの「四万十町
クイズ」でお客様に地域のことを紹介し、やりがいを感じることができました。
子どもたちは私たちの仮装に大喜びでした！沢山の地域の方々に来場していただ
きとても嬉しかったです。(２年生 )

　３つのテーブルゲームを行った文化系では、皆が目を輝かせ、笑顔も多くみら
れて応援している側も楽しくなる時間でした。クラスの絆を深めることができま
したし一人ひとりの真剣さや個性が溢れた１日になりました。(１年生 )
　体育系はバドミントンを行い、学年を越えてスポーツマンシップにのっとり
正々堂々と全力でプレーしました。励ましの言葉など声援が響いて良い雰囲気で
した。充実したホームマッチが毎年できたらなと思います！（１年生）

　令和４年度も残すところ１か月となりました。今年度「じゆうく。」では今まで以上に地域との連携
に力を入れ、様々な活動を行なってきました。今回は「総集編」として、地域との活動における生徒の
変化とお礼をお伝えさせていただきます！

　「夏の夜の夢マルシェ」「chercher2022」「森
の恵みの感謝祭」それぞれのイベント後には、ご
協力いただいた食材や品物について「もっとこ
の食材の可能性を探ってみたい」という声や、
「他のアレンジの仕方を学んでみたい」という声

が生徒から上がりま
した。地域の方との交
流を通じて様々な分
野に興味を持つ生徒
が増えています。

　４つのイベントでご協力いただいた地域の方々は総
勢約40名です！ご協力いただき、本当にありがとうござ
いました。そして３学期はもう１つプロジェクトを実施す
る予定です。協力してくださる一人ひとりとの関わりが、
生徒にとって貴重な体験と学
びに繋がっています。引き続
き、応援のほどよろしくお願
いいたします！

地域資源について質問しなが
らイベント内容を考えました

生産者さんに話を伺う様子
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お知らせ お知らせ

　「会計年度任用職員」（以前の臨時職員、嘱託職員等）は、行政事務等を補助していただける方、定型的業務を行っていただけ
る方などを名簿に登録しておき、必要な業務に応じて任用させていただくものです。
　登録をご希望の方は、下記によりお申し込みください。
　なお、この登録については、任用をお約束するものではありませんので、ご了承をお願いします。

  申込方法　

  受付期間　 ２月１日（水）～３月 31 日（金）（土・日・祝日などの閉庁日を除く）※４月１日以降も随時申し込むことができます。
  受付時間　 8：30 ～ 17：15 まで（正午から 13：00 までの時間を除く）
  名簿の有効期間　名簿登録日～令和６年３月 31 日
  任用期間　 令和５年度中に任用が必要な期間（最長１年間）

四万十町
令和５年度の会計年度任用職員登録者を募集します

●募集および登録する職種等

募 集

総務課・大正 地域振興課・十和 地域振興課・国保大正診療所・国保十和診療所・特別養護老人ホーム窪川荘・特
別養護老人ホーム四万十荘に備え付けの申込書・履歴書に必要事項を記入し、必要な資格を確認できる写し等とと
もに提出してください。（運転免許取得者は、その写しも添付してください。）

※資格・免許等の詳細については、各お問い合わせ先へお問い合わせください。
※教育委員会からの募集は四万十町通信１月号に掲載しています。

［お問い合わせ先］
①総務課 

((

22-3111　②大正 地域振興課 

((

27-0111　③十和 地域振興課 

((

28-5111　④企画課 

((

22-3124
⑤人材育成推進センター 

((

22-3163　⑥農林水産課 

((

22-3113　⑦建設課 

((

22-3120　⑧大正 町民生活課 

((

27-0112
⑨十和 町民生活課 

((

28-5112　⑩健康福祉課 

((

22-3115　⑪高齢者支援課 

((

22-3900　⑫国保 大正診療所 

((

27-0210
⑬国保 十和診療所 

((

28-5523　⑭特別養護老人ホーム窪川荘 

((

22-8811　⑮特別養護老人ホーム四万十荘 

((

27-0680

職　種 お問い合わせ先 時　給 要　件
一般事務補助 ①②③⑫⑭⑮ 922 ～ 957 円 なし一般事務補助（障がい者枠） ①②③
文書配送（障がい者枠） ① 922 ～ 957 円 運転免許（普通）
電算関係事務 ④ 922 ～ 1,148 円 なし登記事務 ②⑥
清掃員 ⑧⑨⑫⑭⑮ 929 円 なし
生活支援コーディネーター ⑪ 950 ～ 1,188 円 運転免許（普通）
障害支援区分等 認定調査員 ⑩ 950 ～ 1,188 円 資格・免許取得者
介護認定調査員 ⑪ 950 ～ 1,188 円 運転免許（普通）
介護支援専門員 ⑪ 1,077 ～ 1,228 円 資格・免許取得者

運転免許（普通）
建設機械オペレータ ②③⑦ 1,008 ～ 1,228 円 資格・免許取得者

臨時登録運転手
⑮ 1,148 円 運転免許（普通）
⑪ 1,148 円 運転免許（中型）

※ 8t 限定なし
①③ 1,327 円 運転免許（大型）

運転手（診療所） ⑫⑬ 1,148 円 運転免許（普通）
保健師 ⑧⑩ 1,008 ～ 1,228 円 資格・免許取得者助産師 ⑩
集落支援員 ④ 1,339 円

なし高校魅力化コーディネーター ⑤ 1,728 ～ 1,870 円
介護職員（資格不問） ⑭⑮ 922 ～ 1,148 円
ヘルパー（２級・３級） ⑨ 922 ～ 1,148 円 資格・免許取得者
調理員 ⑫⑭⑮ 922 ～ 1,148 円 なし
診療所 受付・請求事務 ⑫⑬ 922 ～ 1,148 円 なし

950 ～ 1,188 円 資格・免許取得者
診療所 リハビリ助手 ⑫ 950 ～ 1,188 円 運転免許（普通）
診療所 看護助手 ⑫ 950 ～ 1,188 円 なし
介護福祉士（特老） ⑭⑮ 976 ～ 1,228 円

資格・免許取得者
看護師・准看護師（診療所・特老） ⑫⑬⑭ 1,152 ～ 1,386 円
看護師（健康増進事業） ⑩ 1,008 ～ 1,228 円
准看護師（保健事業） ⑩⑪ 976 ～ 1,228 円
理学療法士 ⑫ 1,067 ～ 1,244 円

 付  加保険料制度について
　付加保険料制度は、国民年金の一般保険料に加えて付加保険料（月々 400 円）を納めることにより、老齢基礎
年金に付加年金が上乗せされる制度です。
　付加保険料を納めるためには、申し込みが必要であり、申し込みをした月分から付加保険料を納めることにな
ります。
　お手続きをご希望の方は、市区役所及び町村役場またはお近くの年金事務所へ速やかにお申し出ください。

 保  険料の後払い（追納）制度について
　老齢基礎年金の年金額を計算するときに、保険料の免除・納付猶予や学生納付特例の承認を受けた期間がある
場合は、保険料を全額納付した場合と比べて年金額が低額となります。（納付猶予や学生納付特例の期間は年金の
受給資格期間として計算されますが、年金額には反映されません。）
　しかし、保険料の免除・納付猶予や学生納付特例の承認を受けた期間の保険料については、後から納付（追納）
することにより、老齢基礎年金の年金額を増やすことができます。また、社会保険料控除により、所得税・住民
税が軽減されます。ぜひ、追納申込をお勧めします。

 任  意加入制度について
　60 歳までに老齢基礎年金の受給資格を満たしていない場合や、40 年の納付済期間がないため老齢基礎年金を
満額受給できない場合などで年金額の増額を希望するときは、60 歳以降でも国民年金に任意加入をすることが
できます。（厚生年金保険、共済組合等加入者を除く）

受け取る国民年金額を増やしませんか！

◆任意加入をする条件
　次の①～⑤のすべての条件を満たす方が任意加入をすることができます。

①日本国内に住所を有する 60 歳以上 65 歳未満の方
②老齢基礎年金の繰上げ支給を受けていない方
③ 20 歳以上 60 歳未満までの保険料の納付月数が 480 月（40 年）未満の方
④厚生年金保険、共済組合等に加入していない方
⑤日本国籍を有しない方で、在留資格が「特定活動（医療滞在または医療滞在者の付添人）」

や「特定活動（観光・保養等を目的とする長期滞在または長期滞在者の同行配偶者）」で滞
在する方ではない方

上記の方に加え
●年金の受給資格期間を満たしていない 65 歳以上 70 歳未満の方も加入できます。
●外国に居住する日本人で、20 歳以上 65 歳未満の方も加入できます。

［お問い合わせ先］
高知西年金事務所 ((

088-875-1717
町 民 課 ((

22-3117
大正　町民生活課 ((

27-0112
十和　町民生活課 ((

28-5112
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8:30～17:00

新型コロナワクチンについてのお知らせ
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健診・相談 日　付 時　間 場　所 お問い合わせ

3 歳 6か月児健診 2/22（水） 対象者に個別通知 四万十町役場東庁舎

健康福祉課((

22-3115赤ちゃん相談 3/1（水） 13:30 〜16:00

窪川地域子育て支援センター
４か月児・7か月児
健診 3/15（水） 対象者に個別通知

母乳相談 3/7（火） 9:30 〜11:30 大正地域子育て支援センター 大正　町民生活課((

27-0112

24時間年中無休無料 ▶健康・医療・介護・育児相談
▶医療機関情報の提供しまんと健康ホットライン ☎0120-788-410

健 康 広 場

子育て通信

医
　
心
臓
に
は
四
つ
部
屋
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

左
右
に
心
室
・
心
房
が
あ
り
ま
す
。
心
房

細
動
は
、
心
房
内
で
不
規
則
な
電
気
信
号

が
発
生
し
、
心
房
全
体
が
小
刻
み
に
震
え

る
不
整
脈
で
す
。
特
に
60
歳
を
境
に
そ
の
頻
度
は
高
く
な
り
、
80
歳

以
上
で
は
約
10
人
に
1
人
は
心
房
細
動
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
心
房
細
動
は
、
ま
ず
初
め
に
短
い
心
房
細
動
か
ら
起
き
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。「
発
作
性
心
房
細
動
」
と
い
い
ま
す
が
、
数
時
間
で

正
常
に
戻
る
。
ま
た
発
作
的
に
心
房
細
動
が
起
き
て
、
ま
た
数
時
間

後
に
戻
る
。繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
持
続
時
間
や
頻
度
が
上
が
り
、

「
慢
性
心
房
細
動
」
と
い
う
状
態
に
な
り
ま
す
。人
間
ド
ッ
ク
や
健
康

診
断
で
分
か
る
の
は
、慢
性
心
房
細
動
だ
け
で
す
。発
作
性
が
始
ま
って

か
ら
、慢
性
に
移
行
す
る
ま
で
に
、
だ
い
た
い
10
年
前
後
か
か
り
ま
す
。

　
発
作
性
心
房
細
動
は
発
作
が
起
こ
って
い
る
時
し
か
心
電
図
に
異
常

が
出
な
い
た
め
、
症
状
が
な
い
場
合
は
診
断
が
と
て
も
大
変
で
す
。
そ

こ
で
、
自
分
で
脈
拍
を
チ
ェッ
ク
し
て
、
無
症
状
の
心
房
細
動
を
見
つ

け
て
、
脳
梗
塞
予
防
の
治
療
を
始
め
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
心
房
細
動
を
起
こ
し
て
い
る
心
臓
は
、
心
房
は
震
え
て
し
っ
か
り
と

収
縮
し
て
い
な
い
た
め
、
心
室
に
充
分
な
血
液
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

ず
、　
全
身
に
送
り
出
す
血
液
量
も
約
20
％
減
少
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
め
ま
い
や
息
切
れ
、
動
悸
、
胸
苦
し
さ
、
失
神
な
ど
の
症
状
を

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
が
続
く
こ
と
に
よ
り
心
不
全
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

四
万
十
町
国
保
大
正
診
療
所
　
入
吉
宏
紀
・
大
川
剛
史
（
執
筆
）

心
房
細
動
の

お
は
な
し
１

60
歳
を
過
ぎ
た
ら
要
注
意
！

健 康 広 場

口腔ケア

食事の支度がおっくうになって簡単なもので済ませていませんか。また、つい好きなもの
ばかり食べがちになっていませんか。高齢者は筋肉を保つために必要なタンパク質や、身
体活動に必要な「エネルギー」をしっかりとることがポイントです。できれば、1日1食
は肉類をとり、魚・卵・大豆製品などを積極的に食事に取り入れましょう。

「もう年やき、運動したち、どうにもならんろう？」と思っていませんか？いいえ、違い
ます。何歳になっても筋力は鍛えることができます。むしろ筋肉量が減る高齢者ほど足腰
の力をつけるなどの筋力トレーニングが重要です。加えて、ウォーキングや散歩など組み
合わせて行うと、より効果的です。ただし、持病があったり、医師等から運動制限の指示
がある方は相談の上、運動するようにしましょう。

口には、噛む・飲み込むという食に関する働きや、話す・表情をつくるなどコミュニケー
ションをとるための大切な働きがあります。口の衰えを放っておくと誤嚥性肺炎（唾液や
食べ物が誤って気管に入って起こる肺炎）などの原因にもなります。丁寧なブラッシング、
入れ歯を清潔に保つ、嚙みごたえのある食品（ナッツ類、ゴボウ、たくあんなど）をとる
など、日頃から口のケアを意識してみてください。

社会とのかかわりが薄くなると、認知機能の低下やうつを招きます。食事や買い物に出か
けたり、地域の行事などに参加して、社会とのつながりを保ち続けることは、心の健康を
保つために重要です。町内には通いの場と呼ばれる宅老所や運動自主グループが、現在
33 カ所あります。お近くの通いの場へ顔を出してみませんか。
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Information

▶行政相談…【窪川】行政相談員 森 英真 【大正・十和】行政相談員 山本 安弘
無料相談
（秘密厳守です。）

休日水道修理当番休日在宅当番医

2/18（土） 岩本商店 ((

22-2716

2/19（日） 日化住宅機器 ((

22-0407

2/23（木） 宮脇水道 ((

22-1581

2/25（土） 高橋設備 ((

22-0662

2/26（日） 桑原水道 ((

22-1163

3/4（土） 横山水道設備 ((

22-3608

3/5（日） 岩本商店 ((

22-2716

3/11（土） 日化住宅機器 ((

22-0407

3/12（日） 宮脇水道 ((

22-1581

2/19（日） 大西病院 ((

22-1191

2/23（木）

くぼかわ病院 ((

22-1111
2/26（日）

３/５（日）

３/12（日）

大正診療所でも、休日・夜間の
急患の診療に対応しています。
必ず電話で確認 のうえ受診をお願いします。

((

27-0210

内容 日時 場所 お問い合わせ先

人権相談【大正】 ３/９（木） 10:00～15:00 大正地域振興局　２階　小会議室 大正　町民生活課((

27-0112

１日行政相談【窪川】 ３/14（火） 10:00～15:00
農村環境改善センター　２階
第１会議室

総務課((

22-3111

！ 休日水道修理当番は窪川地域のみです。
大正・十和地域の方は各地域振興局にお問い合わせください。

大正 地域振興課　



27-0111
十和 地域振興課　


28-5111

※新型コロナウイルス感染症の影響により中止とさせていただく場合があります。

広
告

Information

［お問い合わせ先］　土佐くろしお鉄道株式会社　中村駅　

((

35-4961　宿毛駅

((

63-6000
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Event Information
▼

イベント

▼

イベント

▼

イベント子どもに絵本や読書の橋を架ける連続講座　
「和綴じを体験してみよう」

中平 松鶴展

半平　ひなまつり

　和装本のしくみや綴じ方の体験ができ、和装本の歴史
も学べます。

▼開催日時　2 月 25 日（土）13：30 ～ 15：30

▼開催場所
　四万十町役場東庁舎 2 階　町民活動支援室

▼講　師
　田井東　浩平氏（高知県立高知城歴史博物館職員）

▼対　象　四万十町内の高校生以上　定員 10 名

▼参加費　400 円／事前申し込みが必要です
■申込み・お問い合わせ先　
　四万十町立図書館　本館　

((

22-5000
　　　　　　　　大正分館　

((

27-1193
※コロナ感染対策により中止になることもあります。あ

らかじめご了承ください。

　四万十町出身の書道家 中平松鶴の作品展です。四万十町立美術館収蔵作品の中
から未公開作品ほか、中平松鶴自詠作品、かな、漢字、1 文字書きの作品など約
20 点を展示いたします。
　中平松鶴の書の世界をお楽しみください。

▼開催期間　2 月 14 日（火）～ 3 月 9 日（木）
▼会　場　四万十町立美術館

▼入館料　一般 200 円（高校生以下無料）
「身体障害者手帳（１級・２級）、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、長寿手帳に
類するもの（運転免許証や保険証等）を提示する 65 歳以上の方は無料。

▼開館時間　10：00 ～ 17：30
日曜は 16：30 まで　最終日は 16：00 までの開館

▼休館日　：月曜日・祝日
■お問い合わせ先：四万十町立美術館　

((

22-5000

　四万十街道ひなま
つ り の 一 環 と し て、
今年も「半平 ひなま
つり」を開催します。
たくさんのひな人形
の 展 示 は も ち ろ ん、
ひなグッズの販売も

あります。期間中、カフェでは限定スウィーツもご用意
しています。

▼開催期間
　２月 11 日（土・祝）～３月 21 日（火・祝）
　※木曜定休

▼開催場所　古民家カフェ半平
■お問い合わせ先　古民家カフェ半平　

((

22-2101

町有地を売却します

子ども医療費助成の対象を拡大します‼

お知らせ

お知らせ

　町有地（遊休地）の売却について入札を行います。詳しくは、入札要領を町のホームページなどでご確認ください。
入札要領は、下記の申込場所で配布しております。

▼申込期間　２月 10 日（金）～３月３日（金）　土・日・祝日の閉庁日を除く。

▼申込場所　本庁総務課、大正・十和地域振興局地域振興課

▼申込方法　直接持参・郵送 ( 簡易書留 )　※電話・メール・ＦＡＸは不可

　現在、本町では、15 歳に達する日の年度末までの子
どもを対象に、通院や入院時の医療費に係る自己負担額
を助成していますが、子育て支援の更なる充実のため、
令和５年４月１日からその対象年齢を 18 歳に拡大する
などの制度改正を行います。
　このため新たに対象となる町内の 15 歳から 18 歳ま
での子ども、または修学のため町外に転出している子ど
ものご家庭には、申請書を送付しますので、期限内のお
手続きをお願いします。
　なお、修学のため転出している子どものご家庭で申請
書が届いていない場合は個別にお問い合わせください。

物件番号 場 所 地 目 面 積 最低売却価格

１ 四万十町仁井田字松ノ本
908-2、909-3、911-2、910-4、914、915 宅地 1349.56㎡ 10,770,000 円

２ 四万十町仁井田字岩ノ本 1197-11 宅地 165.35㎡ 1,890,000 円

■お問い合わせ先　総務課　

((

22-3111

▼申請期限　３月 20 日（月）
※期限後も受付いたしますが、受給者証の交付には一

定期間を要します。

▼申請に必要な物
●申請書
●子どもの健康保険証の写し
　（四万十町の国保の方は不要）
●学生証の写し（修学のため転出している方）

■提出・お問い合わせ先　
町民課　

((

22-3117
大正　町民生活課　

((

27-0112
十和　町民生活課　

((

28-5112

［お問い合わせ先］ 　企画課広報情報係　



22-3124

四万十町HP▶分類で探す▶その他▶
『四万十町通信すくすくコーナー募集！！』

桑尾 　心菜 ちゃん
くわお ここな

令和4年９月生まれ

笑顔いっぱいの優しい子になってね。

香月が丘

（樹希也、幼奈より）
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Topics & Report

令和４年度「税に関する作品」の
入賞作品紹介

　
「
税
金
」
そ
れ
は
私
に
は
関
係
の
な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、

私
は一
人
で
買
い
物
を
し
て
い
る
と
、
消
費
税
が
す
ご
く
上
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
私
は
、
税
は
お
年
寄
り
や
社
会
保
障
の
た
め
に
払
っ
て
い
る
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
払
う
自
分
に
利
益
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
社
会
の
授
業
で
税
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
私
は
そ
の
授

業
で
税
に
は
種
類
が
あ
り
、「
直
接
税
」
と
「
間
接
税
」
が
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
ま
た
、
国
に
納
め
る
主
な
税
金
を
「
国
税
」　

県
や
市
町
村
に
納
め

る
主
な
税
金
を
「
地
方
税
」
と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち

中
学
生
が
教
育
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
た
め
の
お
金
、
教
育
費
も
人
々
が
払
う

税
か
ら
出
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
日
本
の
社
会
は
今
、
少
子
高
齢
化
が

問
題
に
な
っ
て
い
て
、
国
の
歳
出
の
三
十
三・六
パ
ー
セ
ン
ト
を
社
会
保
障
関
係
費

が
占
め
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
若
い
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
税
金
を

払
う
人
が
少
な
く
な
り
、
国
の
歳
入
が
減
っ
て
い
る
の
で
、
国
が
国
債
を
発
行
し

て
得
た
お
金
、「
公
債
金
」
が
全
体
の
四
〇・九
パ
ー
セ
ン
ト
と
半
分
近
く
を
占
め

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、公
債
金
と
同
じ
よ
う
な
値
段
が
社
会
保
障
関
係
費
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
で
も
、
一
年
の
国
の
歳
出
が
公
債
費
を
払
う
の
に
当
て
る
国
債
費
は
、

公
債
費
の
二
分
の一ほ
ど
に
し
か
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
国
の
歳
出
と
国
の
歳
入
の
額

は
同
じ
な
の
に
、
歳
出
の
種
類
が
多
い
の
で
、
国
債
費
に
回
せ
る
お
金
が
少
な
い
の

で
国
の
借
金
が
いっ
こ
う
に
な
く
な
ら
ず
、
消
費
税
を
高
く
す
る
し
か
方
法
が
な

い
と
私
は
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
税
金
に
は
ど
こ
か
で
震
災
や
災
害
な
ど
の
自
然

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
起
こ
っ
た
町
や
都
市
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
使
わ
れ

る
、
復
興
特
別
税
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
税
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
救
援

の
目
的
で
、
作
ら
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
税
は
お
年
寄
り
の
た
め
だ
け
に
払
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
小
中

学
生
の
教
育
費
や
、
自
然
災
害
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
払
う
も
の
で
す
。

　

私
は
、
税
の
勉
強
を
し
た
こ
と
で
、
税
は
自
分
た
ち
の
た
め
に
も
払
う
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
、
税
を
払
う
人
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
税
は
、
日
本
の
未
来
を
変
え
た
り
、
私
た
ち

の
生
活
を
成
り
立
た
せ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
税
金
が
高
く
な
っ
て
税

金
を
払
う
の
が
い
や
に
な
っ
て
も
、
税
金
を
き
ち
ん
と
払
わ
な
い
と
、
日
本
の
公
債

金
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
し
ま
う
の
で
、
税
金
を
払
う
こ
と
は
、
す
ご
く
大
切
な

こ
と
で
す
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
上
で
、
税
金
を
き
ち
ん
と
払
い
、
消

費
税
が
高
く
な
っ
て
も
文
句
を
言
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

最優秀賞

窪
川
小
５
年　
西
森　
楓
果

窪
川
小
１
年　
南
部　
聖
奈

川
口
小
４
年　
小
野　
さ
く
ら

東
又
小
３
年　
岡
村　
唯
菜

窪
川
小
２
年　
岡
田　
悠
希

金　　賞
　将来を担う児童・生徒に税金への理解・関心を深めても
らうため、須崎税務署管内租税教育推進協議会主催による

「税に関する作品」の募集があり、町内からは書道と作文
で入賞することができました。

　

私
は
学
校
で
税
に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
も
し
日
本
に
税
と

い
う
シ
ス
テ
ム
が
な
か
っ
た
ら
と
い
う
ア
ニ
メ
を
見
た
。
そ
し
て
、
ア
ニ
メ

で
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
働
い
て
い
た
り
、
町
が
ゴ
ミ
で
あ
ふ
れ
て
い
た
り

し
て
い
た
。
そ
こ
で
私
は
、税
金
が
何
に
使
わ
れ
て
い
る
か
が
気
に
な
っ
た
。

　

調
べ
て
み
る
と
、
税
金
は
約
五
十
種
類
ほ
ど
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
の
税
金
は
す
べ
て
の
国
民
が
平
等
に
公
共
施
設
、
設
備
や
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
た
め
の
、
国
が
行
っ
て
い
る
管
理
、
維
持
、
提
供
の
費
用
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
内
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
が
「
社

会
保
障
」
で
、
二
〇
二
一
年
度
の
支
出
の
約
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
こ

の
「
社
会
保
障
」
は
割
合
が
大
き
い
だ
け
あ
っ
て
、
国
民
の
生
活
に
と
て
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
主
に
年
金
・
医
療
・
生
活
保
護
・
介
護
・

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
五
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
ど
れ
も
生
活
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
、
年
金
は
老
後
の
生
活
に
必
要
な
も
の
で
、
こ
れ
の
お
か
げ
で
老

後
は
働
か
ず
と
も
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　

　

二
つ
目
は
医
療
で
、
高
い
高
い
医
療
費
が
三
割
の
負
担
で
済
ん
で
い
る
。

三
つ
目
は
生
活
保
護
。
こ
れ
は
、
病
気
や
障
害
が
あ
っ
た
り
、
高
齢
で
働
け

な
い
生
活
す
る
だ
け
の
蓄
え
が
な
い
な
ど
、
貯
蓄
や
収
入
だ
け
で
は
生
活

が
困
窮
し
て
し
ま
う
人
を
守
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
四
つ
目
は
介
護
で
、

介
護
保
険
料
の
半
分
を
税
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
っ
て
い
る
。
五
つ
目
は
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
。
少
子
化
の
進
む
日
本
で
は
そ
の
対
策
と
し
て
子
育
て

し
や
す
い
環
境
作
り
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
待
機
児
童
の
解
消
、

幼
児
教
育
、
保
育
料
の
無
償
化
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
五
つ
ど
れ

も
、
国
民
全
員
が
あ
る
程
度
平
等
に
暮
ら
す
上
で
重
要
だ
と
感
じ
た
。
ど

う
し
て
も
お
金
の
面
で
の
格
差
と
い
う
も
の
は
で
き
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
、

お
金
が
な
い
か
ら
病
院
に
行
け
な
い
な
ん
て
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

だ
か
ら
、
税
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
必
要
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
「
社
会
保
障
」
に
つ
い
て
話
し
た
が
、
他
に
も
税
に
よ
っ
て
補

わ
れ
て
い
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
例
え
ば
警
察
や
消
防
、
安
定
し
た
イ

ン
フ
ラ
基
盤
、
教
育
が
受
け
ら
れ
る
学
校
な
ど
も
だ
。

　

改
め
て
税
金
が
ど
ん
な
も
の
に
使
わ
れ
て
い
る
か
考
え
て
み
た
が
、
一
番

感
じ
た
こ
と
は
税
金
が
な
い
と
格
差
が
で
き
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
た
。
ど
ん

な
人
間
に
も
生
き
る
権
利
は
あ
る
と
思
う
か
ら
、
そ
の
た
め
の
も
の
な
の
だ

と
思
っ
た
。

税
の
使
い
道

　
　
　

四
万
十
町
立
十
川
中
学
校　

三
年
一
組　

芝　

亜
佳
音

意
外
と
身
近
な
存
在
の
「
税
」

　
　
　

四
万
十
町
立
大
正
中
学
校　

三
年
一
組　

杉
本　

薫

災講演会が開催されました！
約 150 名が女性が参画する防災活動について学ぶ防

　1 月 22 日、窪川四万十会館において、3 年ぶりとな
る防災講演会が開催されました。第一部では、仙台市
地域防災リーダー大内幸子氏をお招きし、東日本大震
災の経験から学んだ女性視点の避難所運営や住民自ら
が参加したくなる防災活動についてご講演をいただき
ました。
　また第二部では、志和はちきん防災塾塾長諏訪加代
子氏から、災害に強い女性を育成するために立ち上げ
た防災塾についての取組みが報告され、参加者からは

「今後、地域の防災活動にも女性が参加し易い方法を考
えていきたい」という声が聞かれました。

※講演会の様子は四万十ケーブルテレビの特別番組
として後日放送予定です。
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今
月
の

Topics & Report

観
光
業
へ
の
強
い
想
い
を
持
ち
続
け
て

　

十
和
地
区
の
観
光
促
進
を
任
務
と
す
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
昨
年
11
月

に
赴
任
し
た
陳 

巧
彤
さ
ん
。
ご
出
身
は
香

港
で
、
来
日
5
年
目
に
な
る
そ
う
で
す
。
と

て
も
流
暢
な
日
本
語
を
話
さ
れ
ま
す
。

　

何
よ
り
も
旅
行
が
好
き
だ
っ
た
陳
さ
ん

は
、
香
港
理
工
大
学
の
観
光
学
科
を
卒
業

後
、
大
手
旅
行
会
社
に
就
職
。
そ
の
後
、

航
空
会
社
に
転
職
し
ま
し
た
。
も
と
も
と

日
本
語
を
学
び
た
い
と
思
い
、
独
学
で
勉

強
し
て
い
た
陳
さ
ん
で
し
た
が
、
航
空
会

社
勤
務
の
中
で
「
ま
だ
ま
だ
日
本
語
の
力

が
足
り
な
い
」
こ
と
を
痛
感
し
、
思
い
切
っ

て
日
本
に
行
く
こ
と
を
決
意
。
幼
い
頃
か

ら
日
本
の
ア
ニ
メ
が
好
き
で
、
ず
っ
と
日
本

に
憧
れ
て
い
た
こ
と
も
後
押
し
し
ま
し
た
。

　

本
格
的
に
日
本
語
を
学
ぶ
た
め
に
来
日

し
た
陳
さ
ん
は
、
京
都
に
あ
る
日
本
語
学

校
へ
。
そ
こ
で
1
年
半
し
っ
か
り
勉
強
し
、

京
都
の
民
泊
運
営
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
や
町
屋
の
一
棟
貸
し
な
ど
の
運
営

に
携
わ
り
、
バ
リ
バ
リ
と
働
い
て
い
ま
し

た
が
、
世
界
は
コ
ロ
ナ
禍
に
。
お
客
さ
ん

の
8
割
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
会
社
の
経
営
が
厳
し
く
な
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
流
行
の
波
が
上
下
す
る
度
に
、

予
約
と
キ
ャ
ン
セ
ル
の
繰
り
返
し
に
翻
弄

さ
れ
る
日
々
。
独
立
し
て
宿
泊
施
設
を
経

営
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
が
大
病
を
患
い
、

そ
れ
も
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
も
観
光
業
へ
の
強
い
想
い
は
持

ち
続
け
て
い
た
陳
さ
ん
。
あ
る
時
、
四
万
十

町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
知
り
、

心
機
一
転
、
全
く
異
な
る
場
所
で
の
リ
セ
ッ

ト
を
決
断
し
ま
し
た
。

　
「
ま
だ
来
た
ば
か
り
で
す
が
、
外
国
人
に

は
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
の
地
だ

か
ら
こ
そ
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
」

と
、さ
す
が
に
「
ご
本
人
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」

だ
け
の
こ
と
は
あ
る
視
点
！
「
将
来
的
に

は
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
や
り
た
い
で
す
し
、

ツ
ア
ー
企
画
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画

運
営
な
ど
の
、
着
地
型
観
光
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

学
問
と
し
て
の
観
光
を
学
び
、
旅
行
者

と
し
て
実
体
験
を
積
み
、
さ
ら
に
外
国
人

の
視
点
を
持
っ
た
陳
さ
ん
。
観
光
だ
け
で

は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
モ
ノ
の
見
方
」

が
で
き
る
人
と
し
て
、
四
万
十
町
に
新
し

い
風
を
吹
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲大学の観光学科時代に訪れたスイスの風景

陳
ち ん

 巧
こ う と

彤 さん

道 府 県 対 抗 全 日 本
中 学 生 ソフトボ ー ル 大 会
高 知 県 選 抜 チ ー ム に 6 名 が 選 出！

０２３四 万 十 町 体 育 はじめ
晴 天 の も と 79 名 が 参 加 し ま し た

都

２

　3 月に熊本県熊本市で開催される「第 19 回都道府
県対抗全日本中学生ソフトボール大会」に、町内から
6 名の選手が高知県選抜チームのメンバーに選出され、
高知県代表として出場します。
　選手たちは県代表としての誇りを胸に、コロナ禍で
厳しい状況ではありますが、日本一を目指して日々、
合同練習に励んでいます。
　皆さまの応援をよろしくお願いいたします。

　１月２日、2023 四万十町体育はじめが開催され、
窪川市街地でジョギングとウォーキングが行われまし
た。新年を飾る恒例のイベントでジョギングに 38 名、
ウォーキング 41 名が参加しました。
　今年の干支は「兎」
　飛躍の年になるようそれぞれが、思い新たに新春の
窪川街路を走りぬけ、また一歩一歩をしっかりと歩き
初めました。
　2023 年が皆さまにとってすばらしい一年になります
よう心からお祈り申し上げます。
　また本年もくぼかわスポーツクラブをどうぞよろし
くお願いいたします。

知県スポーツ推進委員功労者表彰式
町 内 よ り 3 名 が 表 彰 ！高

　令和 4 年 12 月 3 日、高知県立青少年センターにて
高知県スポーツ推進委員功労者表彰式が行われました。
　今回の式典では町内より四万十町スポーツ推進委員
である、山本俊之さん、西村勝文さん、八木敏伸さんの 3
名が表彰されました。スポーツ推進委員は地域スポー
ツの振興と地域住民の心身の健全な発達を図ることを
目的とし活動しており、今回その成果が称えられました。

４年度四万十町クリスマス少年剣道大会
四万十町窪川Ｂ＆Ｇ海洋センターで開催令

　令和４年 12 月 10 日、四万十町窪川Ｂ＆Ｇ海洋セン
ターで少年剣道大会が開催されました。
　今年は４団体、四万十町（窪川・とおわ）から 19 名、
久礼・須崎から 11 名の参加があり、子ども達は大会当
日の寒さにも負けず多くの試合で接戦となり、白熱し
た戦いを見せてくれました。

　　●小学１・２年生の部
　　　優　勝　宮﨑　直己　（窪川少年剣道クラブ）
　　●小学３・４年生の部
　　　優　勝　土居　祿　　（窪川少年剣道クラブ）
　　●小学５・６年生男子の部
　　　優　勝　古谷　柊登　（窪川少年剣道クラブ）
　　●小学５・６年生女子の部
　　　優　勝　大塚　雫　　（窪川少年剣道クラブ）

大会結果

谷脇大雅さん
（大正中 2 年）

芝野銀神さん
（窪川中 1 年）

武内紅春さん
（大正中 2 年）

氏原海春さん
（窪川中 1 年）

久保田貫太さん
（大正中 2 年）

河上　光さん
（窪川中 2 年）
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（12月31日） 人口 前月比 出生 死亡 転入 転出
男 7,546 -22 男 2 23 12 13
女 8,216 -16 女 0 17 12 11
計 15,762 -38 計 2 40 24 24

世帯数 8,140 -5 （12 月中の届出）

窪川地域  11,197人　大正地域  2,185人　十和地域  2,380人

町のうごき

正
か
ら
旧
十
和
村
へ
。
田
野
々
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
次
は
浦
越
ト

ン
ネ
ル
が
待
つ
。
こ
の
浦
越
ト
ン
ネ
ル
に

入
ら
ず
に
左
側
の
旧
道
へ
。
し
ば
ら
く

行
く
と
浦
越
の
集
落
が
現
れ
、
四
万
十

川
を
渡
る
抜
水
橋
が
あ
る
。
眼
下
に

あ
る
沈
下
橋
を
眺
め
つ
つ
、
抜
水
橋
を

渡
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
里
川
地
区
が
始
ま

る
。
左
へ
向
か
い
２
ｋｍ
ほ
ど
山
へ
と
入
っ

て
い
く
と
、
す
り
鉢
状
に
な
っ
た
地
形

の
中
に
民
家
が
点
在
す
る
、
誠
に
美
し

い
集
落
風
景
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き

る
。
里
川
の
集
落
で
あ
る
。
桃
源
郷
と

い
う
言
葉
が
頭
に
浮
か
ぶ
。

　

元
は
黒
川
と
い
っ
た
。
慶
長
2
年

（
１
５
９
７
＝
関
ヶ
原
の
合
戦
の
3
年

前
）
の
地
検
帳
に
「
黒
川
村
」
と
あ

る
よ
う
だ
。
近
代
に
な
っ
て
「
里
川
」

と
改
名
し
た
。

　

立
地
か
ら
し
て
、
大
正
と
の
つ
な
が

り
が
深
い
歴
史
が
あ
る
。一番
近
い「
街
」

は
田
野
々
で
あ
っ
た
し
、
村
の
子
ど
も

た
ち
は
浦
越
小
学
校
を
卒
業
す
る
と

大
正
中
学
校
に
通
っ
た
。
平
成
元
年
に

浦
越
小
学
校
が
昭
和
小
学
校
に
統
合
。

こ
れ
に
伴
い
、
昭
和
小
・
中
学
校
へ
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、
中
学
生
は

昭
和
中
学
校
に
通
う
こ
と
に
な
る
の
だ

が
、
そ
れ
ま
で
は
大
正
中
学
校
に
通
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。「
自
転
車
で
そ
ん
な

に
か
か
ら
ん
か
っ
た
し
ね
。」
と
50
代
の

方
。
80
代
の
方
は
「
ま
だ
自
転
車
な
ん

て
家
に
な
か
っ
た
時
代
な
の
で
１
．５
〜

2
時
間
か
け
て
歩
い
て
通
っ
た
。
沈
下

橋
す
ら
当
時
は
な
か
っ
た
の
で
、
舟
で

浦
越
ま
で
渡
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。」
橋

の
な
い
時
代
は
集
落
の
人
が
「
舟
番
」

を
交
代
で
担
っ
た
。
そ
の
後
、
無
人
の

引
き
舟
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

何
れ
に
し
て
も
大
水
が
出
た
時
に
は
渡

れ
な
い
の
で
、
学
校
は
お
休
み
。
す
で

に
登
校
し
て
い
て
大
雨
が
降
っ
て
き
た

時
は
、
教
員
が
「
こ
れ
は
増
水
す
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
判
断
し
、
子
ど
も
た

ち
は
早
退
と
な
っ
た
。
渡
し
舟
の
近
く

に
あ
っ
た
大
き
な
岩
の
「
あ
る
凹
み
」

を
増
水
の
目
印
に
し
て
い
た
。
こ
の
岩

は
今
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

す
り
鉢
型
の
里
川
集
落
の
「
最
も

底
」
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
、
地
区
の
産

土
神
で
あ
る
河
内
神
社
が
あ
る
。
こ
の

神
社
の
境
内
に
「
里
川
沈
下
橋
落
成

記
念
碑
」
が
建
っ
て
い
る
。
沈
下
橋
の

脇
で
は
な
く
、
集
落
の
皆
が
集
ま
る
と

こ
ろ
に
建
て
た
の
は
「
人
々
の
喜
び
の

証
」
な
の
だ
と
い
う
。

　

さ
て
、
河
内
神
社
の
北
側
斜
面
の
上

方
に
集
会
所
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
戦
前

に
村
人
が
山
を
開
墾
し
た
所
で
、
戦
時

中
に
は
「
あ
の
竹
槍
訓
練
」
が
こ
こ
で

行
な
わ
れ
た
ら
し
い
。
こ
の
集
会
所
に

は
、
以
前
、
集
落
内
に
あ
っ
た
お
寺
の

仏
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
集

会
所
敷
地
内
に
興
味
深
い
碑
が
あ
る
。

墓
石
と
思
わ
れ
「
開
始
切
入
作
兵
衛
」

と
あ
る
。
里
川
の
地
を
最
初
に
切
り
拓

い
た
人
物
ら
し
い
。「
き
り
い
り
さ
く
べ

え
」
と
読
む
。
い
つ
の
時
代
の
人
な
の

か
は
不
明
で
あ
る
。

大

切入作兵衛という人が、里川
を切り拓いたとされる。
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